
　平成２８年１０月２日（日）、「中学生体験プログラム」を開催

しました。

　当日は、区内の中学生１８名が参加しました。旧中川で「カヌー

体験」をした後、亀戸東地区集会所で「講演」と「普通救命講習」

を行いました。

　カヌー体験では３つのグループに分かれ、亀戸カヌー万歩

倶楽部の皆さんによる１対１の指導のもと、３０分ほどカヌーを

楽しみました。始めはぎこちなかったパドル操作も終了時に

は水の上をすべるように進むことができるまでに上達しました。

カヌー体験の待ち時間は「２０１５年こうとうこどもカヌー大会」

のＤＶＤで小学生の雄姿を視聴して過ごしました。

　その後、区の職員であるパラカヌー選手の諏訪正晃さんに

講演で、「パラカヌーとの出会い、なぜ努力を続けるのか」を話

していただきました。「夢を実現する手段として、とりあえず

努力・一生懸命な生活を続けることが大切。その日々の積み

重ねの結果として夢にたどり着く。だからとにかく頑張る。自分

はパラカヌー選手として結果を残すために今も努力を続けて

いる」と、熱く語ってくださいました。

　昼食後は、地域の消防団員として活躍している青少年委員に

よる「普通救命講習」が行われました。心肺蘇生法とＡＥＤ操作

法を体験し、その場に居合わせた人が救急車の到着までにでき

ることは何かを学びました。

　青空のもとでカヌーの面白さを実感し、諏訪選手の夢に

向かって努力することの大切さの話に感動し、救命講習では

命を救うことの意味を学ぶことができた充実した一日となり

ました。



　平成２８年８月２７日（土）、第１０回江東区内都立

高校紹介を開催しました。暑さが少し和らいだ

この日、区内在住の小・中学生と保護者を対象に、

江東区にある都立高校８校の生徒会役員の皆さん

から、各校それぞれの特色ある活動や行事、進路

実績などを説明してもらいました。

　和やかな雰囲気の中、高校生の説明を真剣に

聞き入る様子が見られました。具体的でわかり

やすい説明は進路選択の参考になったことで

しょう。

　来場者（４５９名）からのアンケートの中には、「文化

祭や説明会に行ってみたい高校ができた」という

感想など、たくさんのご意見・ご感想や要望をいた

だきました。

　「行ける学校から、行きたい学校」を選択する一助

になればとても嬉しいことです。これからも、より

良い催しになるよう青少年委員会も考えてまいり

ます。

　平成２９年１月２１日（土）、第１１回江東区立中学校生徒会長

交流会が深川第七中学校で開催され、区内２３校５７名の生徒会

役員生徒の参加がありました。４グループに分かれて、第１部で

はグループ交流会、第２部では青少年委員を交えてのブレーン

ストーミングによるグループ協議を行いました。第１部では、

各学校の生徒会活動の紹介、悩んでいることや課題を発表して

情報を共有し、改善策を見出しました。（生徒会新聞、目安箱、

朝のあいさつなど）第２部では、「１８歳選挙権について考える」

をテーマに、グループ内で、各自の意見を書き出し、出された

意見を集約して、項目ごとにまとめました。そして、アピールを

する文言を考え、それをもとにして標語をつくりました。

ネット投票、選挙減税、学校で団体投票、投票所で景品配布、
学校で選挙を学ぶ等。

◆投票アプリで気楽に！安全に！
◆いつもの場所で！ ついでに投票、ついでに減税
◆若い手で創っていこう輝く未来 Ｌｅｔ'ｓインターネッ投票
◆学ぼう！選挙　行こう！投票

　短い話し合いの時間でしたが、素晴らしい標語

が決まりました。どのグループの発表者も堂々と

しており、達成感に満ちあふれた姿が印象に残り

ました。

　平成２９年２月２日（木）、「区長と語る会」

が行われました。山﨑区長、青少年課小林

課長、青少年センター末廣所長、青少年委

員会からは、会長・副会長・平成２８・２９年

度青少年委員会役員と校長会の計１５名が

参加しました。各委員の活動の話を中心に

語り合い、懇親を深めました。



　平成２９年１月２７日（金）、江東区総合区民センターに

おいて、香取小学校 校長 内海幹子先生に「発達障害を

もつ子どもとの関わり方」－特別支援教育とは－の講演

をしていただきました。

　先生が教員としてのキャリアの初期に岩手県の小学校

の担任をされ、場面緘黙（家庭では話せるのに学校やある

特定の場面、状況では全く話すことができなくなること）

の障害をもった児童との出会いから始まり、ご自身の体験

に基づく話に引き込まれました。

　発達障害をもつこどもとの接し方のなかでは、「声のトー

ンを抑え、穏やかに話しかけ、肯定的・視覚的・具体的な

伝え方を工夫する」とありますが、その通りに私たちにも

わかりやすく

演題をお話し

くださり、こ

れからの少年

キャンプ等で

出会うかもし

れない児童と

の接し方に大

変勉強になる

研修でした。

　深川北部青少年委員は今期より、深川小の笹井委員（地区

長）、扇橋小の小松原委員、小学校校長会より八名川小校長

の手島委員をお迎えして、和気あいあいと学校行事や地域

の行事に参加し、青少年委員の役割を努めています。

　平成２８年１１月１９日（土）八名川小学校１００周年記念式典

の祝賀会に全員で出席させていただき、こどもたちの演奏

や合唱に感動し、この地域の絆を改めて深く感じることが

できました。

　平成２９年１月９日（月）成人の日、ティアラこうとうを会場に「江東区成人式」が午前と午後の２部制で開催され

ました。男性１,４２１名、女性１,２０１名の合計２,６２２人の新成人が出席しました。当日は、朝から小雨が降る悪天候

でしたが、開場前から多くの新成人が集まり、旧友と喜びを分かち合っていました。会場内は色とりどりの振り袖

や羽織袴、スーツなどを身にまとった新成人で埋め尽くされ、華やかな光景でした。式典では、和太鼓の演奏、

区長祝辞、新成人による決意表明などが行われました。

また、お楽しみ抽選会や記念撮影などがあり大いに盛り

上がりました。今後も青少年委員会は成人式のお手伝い

を通して応援していきます。



　平成２８年１０月１５日（土）

１６日（日）、秋晴れの中、第３４

回江東区民まつり中央まつ

りが都立木場公園で開催さ

れました。青少年委員会の

ブースでは、４回目を数える“なつかしの縁日”を実施しました。連日、

こどもたちや親子連れが長蛇の列をつくりました。射的は２日間で

１,４８６名、ポン菓子は１日で１,４１０名の来場者があり、たいへんな

にぎわいでした。当日は、委員全員がそれぞれの担当に分かれて、誘導

の声をかけたり、来場者に声援を送ったりと一丸となって活動しました。

　今年度も復興義援金箱を設置したところ多くの協力をいただき、

４４,７７９円が集まり、被災地に寄付することができました。ありが

とうございました。

　青少年委員会の活動について、地域の方々にアピールできる良い

機会となりました。

　平成２８年１１月２６日（土）、江東区青海にある

日本科学未来館で見学会を行いました。

　日本科学未来館では、イベント「Ｇ空間ＥＸＰＯ

２０１６」が開催されていました。「Ｇ空間（情報）」

とは、将来が期待される重要科学分野の一つです。

地理空間情報高度活用社会（Ｇ空間社会）の実現

へ向けて、産学官が連携し、地理空間情報と衛星

測位の利活用を推進するものです。このイベント

では、日本の「Ｇ空間社会」を支える最先端の技術

やサービス等が紹介されていました。また、ドーム

シアターでは、観測・理論・実験に加えスーパー

コンピュータによる「シミュレーション」から得ら

れた研究成果の一部を「バースデイ ～宇宙と私

たちをつなぐもの～」と題して、銀河系が生まれ

てくる様子や、宇宙が誕生したころの様子を解説

していました。これは、立体視プラネタリウムなら

ではの迫力がある映像でした。

　身近なものにも奥深い科学技術が関係している

ことを、再認識した良い機会となりました。

　平成２８年９月２４日（土）、「青少年の体験活動の機会充実

と普及啓発を学ぶ」～みて、さわって、創造力を豊かに～を

テーマに掲げ、すみだリバーサイドホールにおいて、東京都

城東ブロック青少年委員連絡協議会平成２８年度研修大会

が開催されました。

　大谷会長をはじめ参加した２０人の委員も３つのグループ

（革製品・屏風・時計）に分かれモノづくりの体験をしました。

モノづくりを通して下町の伝統文化に触れることは、青少年

が自立心や協調性を身につけるために役立つことを学びま

した。また、実体験の積み重ねが創造性を育むことにつな

がる、ということも実感できた有意義な研修でした。


